
内　容
当センター開発の兵庫方式高設栽培装置を利用

し、同一条件下で栽培を行い開花期、収量等を比較
した。定植は2010年９月13日、株間20cm、条間
18cmの２条植えとした。マルチは10月13日に敷設、
加温は８℃設定、電照は１時間当たり15分の終夜間
欠点灯（11月16日～１月31日）とした。
頂花房の開花は、「かおり野」が最も早く、次い

で「章姫
あきひめ

」、「さがほのか」の順であった。「さがほ
のか」や「かおり野」は開花のそろいが良く、開花
の連続性も高かった（図１）。

４月15日までの収量は「章姫」、「紅ほっぺ」、「か
おり野」の順に多かった。「章姫」、「紅ほっぺ」は
栽培期間中常に収量が多く、「かおり野」は12月ま
での年内収量が他品種より圧倒的に多かった（図
２）。
平均果重を見ると、「おおきみ」「やよいひめ」が

比較的大粒で安定していた。「かおり野」は、平均
して大粒が収穫できる場合と小粒になる場合があ
り、時期によって差が大きかった（図３）。

普及上の注意事項
「章姫」同様の栽培条件下において、「おおきみ」

「やよいひめ」では開花のばらつきがみられたため、
育苗期での十分な株の充実と、株元冷却等の開花促
進処理を行うことが有効と思われる。また、「かお
り野」は果

か

梗
こう

（果実が付いている軸）が50cm程度
まで長くなるため、高設栽培では果梗折れ対策が必
要である。「おおきみ」は、果実が大きく見栄えは
するが、果皮色が淡いので日当たりを良くし着色を
図る。
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図２　供試品種の時期別収量

図１　供試品種の開花期の比較

図３　供試品種の平均果重の推移


